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民族についての資料収集・展示が活発化し、日本部門も設けられはじめた。その際の日本人および風俗の紹介では 等身大の人形が展示に活用されるようになった。その後、時代とともに博物館における展 の観点が移り、展示用の 形に求められる特徴 変化した。
欧米の博物館に収蔵された展示用人形に関しては、これまでの研




制作者のうち、最も数量の多い安本亀八に注目する。すでに特定されていた作品は一点であったが、調査により新たに三つの博物館の五点が判明した。さらに、日本の財界人が博物館の展示改善 ために積極的に関与 、安本亀八の作品を寄贈した二事例が明らかとなった。この事例を通して、安本亀八の生人形から、風俗人形およびデパートのマネキンへ展開した状況をたどり、作品の特徴と博物館の展示方針と 関連 つ て考察を行う。
第一章では、一九世紀末から二〇世紀初頭に展示用人形として用

































































英博覧会で上古から現代にいたる風俗人形が展示された。一九一一年はドレスデン万国衛生博覧会出品、浅草公園花やしき 俳優似顔菊細工活人形、一九一二年は大正博覧会で松屋呉服店「母の留守」が出品された。一九 五年は後述の成人男女像（グラスゴー）のほか、江戸記念博覧会では約 〇体の人形が制作され 一九一六年は花やしきで生人形興行、一九一七年は日本橋白木屋呉服店のための人形を手がけた。一九一九年 全国染織工業 にて「藤原時代」 「桃山時代」などの風俗人形 二 、松屋で「七五三お祝い着 、一九二一年は後述の女性像（カーネギー博物館）が制作
図１　安本亀八　人形の制作方法
『主婦之友』16巻（4）1932年より転載








況を概観したい。日本展示の初期では、館長が来日して直接収集した良質な作品が見られるが、小規模の 物館では収集の機会 限られており、個人からの寄贈品 されていた。
この頃の等身大の人形の展示目的は、人形の造形表現（生人形） 、









の人類学部門での展示を念頭において注文したものである。鼠屋伝吉《農夫婦像》 （一八七五年） 、松本喜三郎《貴族男女像》 （一八七八年）は、全身 で裸体表現が求められて た。通常の展示は着衣で、農夫婦 鍬を手に持つ姿で されていたが、農夫の褌姿 写真が年鑑に掲載されており、日本人の身体的特徴を示すものとして関心を集めていたことが窺える。そ 写実的表現の技術の高さが、博物館での他民族の人形制作の方針 影響を与えたとい
う6
。なお、
人類学的観点で、身体的特徴を重要視して収集・ ことが明らかなものは この事例に どまる。
次に、一八九一年に横浜の美術商ディーキン兄弟商会のハリー・




































Vorlage: Stadtarchiv Freiburg, Sign. M737 
Städtische Sammlungen Nr. 6605



































Collections of Glasgow Museums

























た。なぜなら、それが日本の服装を示しておらず、いかなる点からみても、日本の美術ではないからです。古い人形に対する貴方や博物館の見解を、ほかの出資者に説明したところ、取り除くことができない理由は納得しました。その人形も寄贈された作品であるため、損傷などの理由がなければ同意しないという とだと私は理解しています。当局からの唯一 申し出は、古い人形を撤去して、この美術館やギャラリーほど多くの人が訪れな 他のミュージアムへ移すと うものです。 　
この博物館の考えも尊重いたしますが、 は古い人形と新
しい人形を取り替えて頂き いと願う 破棄すること 難しいようでしたら、その場から外し どこか鑑賞者の目 つかな























































左　図6　カーネギー博物館での展示風景　Courtesy of Carnegie Museum of Natural History

























子、二年前に貴国を訪問した息子の秀雄を通して、改善策を示しましたが、二人ともそ 結果 は満足しませんで た。そこで彼らとこの件について話し合い、古いもの 取り換えるため 別の人形を送るという結論に至りました。行列 一式を用意し いと思いましたが、あまりにも長い時間がかかり、展示 ために広い場所を必要とする が懸念されま た。このような状況 考ると、主要人物、説明 図解した写真を送ることが最善と思われました。 「婦人」は現代日本で有名な芸術家によって作られました。彼の名前は安本亀八で 。 「婦人」はあらゆる点で、その生きた時代を完璧に表現しています。 か る批評家も欠 を見つけ出すことはできないと確信 ています。 　
今回の件で私が学んだのは、私たちがいかにたやすく過ちを犯




























八年以前の封建的な時代の等身大の像である。その作品は現代日本で最もよく知られた芸術家 安本亀八によるもので、徳川家の女性が春の衣装を身に着け、将軍である父親の居城を訪問している場面を表した のである。 　
婦人は緑色の座布団の上に座している。彼女は二枚の白い下







装で正装した日本の高位の等身大の 性像である。数年前、日本人の渋沢子爵が博物館を訪問した際 乗物 中に展示されていた大名の娘として展示された人物について不満を示した。彼は博物館に、細部まで完璧で、アメリカ国民に日本の高位 女性の真の姿を伝える人形を贈呈するという考えを表明 。一九二一年一一月一二日 渋沢子爵は博物館を訪問し、人形を寄贈した。この贈呈品には水彩画が添えられ、大名の妻が将軍である父へ 訪













品や人物を知っていたためと思わ る。その一例は、一九一五年の江戸記念博覧会で、渋沢栄一 顧問を務め、安本亀八 茂木習古の大油絵とともに、江戸時代を二九場面に たって表現するなどの重要な役割を果たしており、渋沢もこれらを目にす 機会があったと思われる
c
。アメリカへの寄贈に際し、一流品を用意するという思い

























つたが、これは正しく三十一、二とは見えない。そうかと云つて二十八、九にも見えない。矢張り三十だ。うまいものだ、と感心してゐられる。人形は三十石の格式の大名の三十歳の奥方が 籠にのつ る活人形であつた。傍についてゐる 作者安本亀八氏である。子爵の賞賛の言葉をうけて、満足そうに笑つてゐる。 　
この人形は先般子爵が外遊中、アメリカの某博物館でみかけた
大名奥方の人形が、余りにも事実 相違したも で、モスか何かを着た女が、箱根の雲助と云つたやうな籠かきの籠 乗つものであつたから、これを大名の奥方と云はれて 困ると、それを撤回させて、その代わりに実物に近いものを送るとい 約束で、帰朝後子爵はその人形 制作 斯界 第一 者安本氏に依頼しておいたものが出来上り、立派な衣装をつけてアメリカに送られるものが ここで一般に展覧されたのであった。 　
子爵は、この人形がゆくと云ふことは、アメリカと日本との親








のを捉え、着物を美しく見せる工夫がなされたデパート用のマネキンを手がけた。その特徴は、上質な着物を引き立てるように、やや理想化された顔立ちで、庶民ではなく上流階級の姿であ 。これはスミソニアン博物館所蔵の松本喜三郎《貴族男子像》が 俳優が演技しているようだと現地で評されたことと対照的である。生人形は大衆の娯楽として意表を突くような劇画的表現があり、喜三郎品に貴族ら くない要素が見受 られた かも れ い。一方、三代目亀八は、デパートの高級な着 の め マネキン して、立ち姿が美しく、上品な顔立ちを追求していた。それらの特性が、博物館で上流階級を示す風俗人形の展示に合致してい といえるだろう。
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二〇世紀初頭は、欧米の博物館の日本部門の展示において、資料





｣ 、 『生人形と松本喜三郎』 （展覧会図録）























































一二頁。なお、現存作品と 照合は行っていないが 等身大 の出
安本亀八の風俗人形 ―欧米博物館への作品寄贈と財界人―
15

































ザクセン州立民族学コレクション ドレスデン民族学博物館が六体の人形を所蔵。小学生男女の作品について「人形は安本亀八氏の製作にして衣服其他一切の装飾は当店の製作にかゝる」 記されている みつこしタイムス』９（３） 、一九一一年三月、口絵一頁。 『三越』１（１）にも同記事掲載。
　　　
家族の人形四体も、出品状況、現地調査で確認した制作技法や造形
表現をふまえると、三代目安本亀八によるものと推定される。三越呉服店は、ドレスデン万国衛生博覧会関連の記事で次 ように記している。 「当店亦日本風俗 出品し、東京市の需めに応じては日本小学児童の人形をも製作して出品したる事は 其都度読者諸君 報道なし置きた が、 （後略） 」 『三越』１（５） 、一九一 年七月、八頁
　　　
なお、現存は確認されていないが、軍人の像も制作された。 「独逸ド
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年の二月九日頃の新聞の切抜記事、カーネギー博物館資料。この乗物にのる女性の掲載写真に
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の「飛鳥山」と 繋がりから、渋沢から送付さ た と考えられる。
（
42） 　
相原鐵雄「活人形製作界の第一人者
　
安本亀八氏奮闘録」 『実業之日
本』第三八巻第一四号、一九三五（昭和一〇）年七 一五日号、八〇―八一頁。ここでは 明治四十年のある日」と記されているが、正しくは一九二一（大正一〇）年であろう。
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